一 十七 音 

ほっく 

発句 は 十七 音 を 原則として ゐる。 十七 音 以外の もの 

を 発句と 呼ぶ の は、 —— 或は 新 傾向の 句と 呼ぶ の は 短 

まさ し 

詩と 呼ぶ のの 勝れる に 若かない。 (勿論 かう 言 ふ 短詩 

の 作家、 河 東 碧 梧桐、 中 塚 一碧楼、 荻 原 井泉水 等の 諸 

氏の 作品に も 佳作の ある こと は 事実で ある。) 若し 単 

に 内容に 即して、 かう 云 ふ 短詩 を 発句と 呼ぶならば、 

発句 は 他の 文芸 的 形式と、 —— たと へば 漢詩な どと 異 

ら ないで あらう。 

初 月 波 中 上 (勿論 日本風に 読む ので ある) 



調べ を 異にして ゐる。 かう 云 ふ 調べの 上の 妙 は 大正び 

つ ひ し しゅんまい 

と は畢に 元禄び とに 若かない。 子規 居士 は 俊 邁の材 

により、 頗る 引き 緊 つた 調べ を 好んだ。 しかし その 

余弊 は 子規 居士 以後の 発句の 調べ を 粗雑に した。 単に 

その 調べの 上の 工夫 を 凝らした と 云 ふ 点から 言 へ ば 

いは ゆる 

所謂 新 傾向の 作家た ち は 十七 音に よらない だけに 或は 

俳人た ちに 勝って ゐる であらう。 (十五 • 四 • 二十 

三) 

附記。 この 文 を 草した 後、 山 崎 楽 堂 氏の 「俳句 

格調の 本義」 (詩歌 時代 所載) を 読み、 恩 を 受けた 

こと も少 くない。 殊に 十七 音に 従へ と 言 ふ 僕の 形 
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